
「cafe「cafe
かも～んかも～ん」」へへ
カモ～ン!!カモ～ン!!

第104号
令 和 ５ 年
２月１日発行

鶴岡市社会福祉協議会

加茂地区のお茶のみサロン「cafe かも～ん」では、「男性からも参加してもら
いたい！」というサロン代表者の思いから男性限定の「手作りつまみでちょい
飲み」が企画されました。呼び掛けに定員いっぱいの男性８名が参加し、最初
は遠慮がちな皆さんでしたが、調理が進むにつれて会話も弾み「まだやろぜ～」
といった声も聞かれるなど和やかなサロンとなりました。代表の方も「これを
きっかけに、男性も気軽に参加出来るサロンを作っていきたい」と話されて 
いました。
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昨
年
末
の
西
目
地
内
の
土
砂
災
害
に
よ
り
、
緊
張

と
不
安
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
な
お
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ

る
皆
様
が
一
日
も
早
く
ご
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
数
々
の

地
域
行
事
が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た

一
年
で
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
る
人
々
が
つ
ど
い
、
語
り
合
う
多
く
の
機
会
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
一
日
も
早
く
日
常

を
取
り
戻
し
、
心
か
よ
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
が

戻
っ
て
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
ま
た
、
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
幸

せ
を
願
い
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら 

「
お
だ
が
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と

も
に
、
よ
り
良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

会
長
　
山
木　

知
也

【 

表
彰
状 

】

◆
上
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　
昭
和
三
十
九
年
四
月
設
立
以
来
、住
民
主
体
の
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
を
推
進

す
る
組
織
と
し
て
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
健
康
維
持
を
目
的
と
し
た
会
食
交
流
会
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、救
急
安
心
カ
ー
ド
の
設
置
を
行
い
、高
齢
者
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
佐
藤　

美
喜
雄
氏
（
鶴
岡
地
域
）

　
由
良
社
協
会
長
在
任
中
に
由
良
社
協
役
員
、隣
組
長
、隣
組
福
祉
員
、関
係
団
体

役
員
を
対
象
に
福
祉
座
談
会
を
開
催
す
る
。ま
た
、ご
近
所
付
き
合
い
・
支
え
合
い

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、こ
れ
ら
を
も
と
に
由
良
社
協
が
取
り
組

む
べ
き
四
つ
の
重
点
課
題
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
な
ど
、地
域
福
祉
の
充
実
に
貢

献
さ
れ
た
。

◆
鶴
岡
市
立
朝
暘
第
二
小
学
校
（
鶴
岡
地
域
）

　
第
二
学
区
社
会
福
祉
協
議
会（
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
社
会
福
祉
部
）主

催
の「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」（
旧
豆
ま
き
訪
問
）に
平
成
四
年
か
ら
協
力
し
て
き
た
。同

校
三
・
四
年
生
が
町
内
会
長
、民
生
児
童
委
員
と
と
も
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
世
代
間
交
流
を
図
る
な
ど
、地
域

福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
荒
瀬　

英
雄
氏
（
鶴
岡
地
域
）

　
平
成
十
九
年
か
ら
令
和
四
年
三
月
ま

で
十
五
年
に
わ
た
り
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）

の
生
活
支
援
員
と
し
て
、高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
で
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る

方
の
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援
を
行

い
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
田
川
民
話
の
会
（
鶴
岡
地
域
）

　
昭
和
六
十
二
年
五
月
設
立
。田
川
地
区

（
現
在
は
庄
内
地
区
）の
学
校
や
保
育
所
、

福
祉
施
設
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

町
内
会
、温
泉
施
設
等
で
三
十
四
年
間
昔

語
り
を
続
け
て
い
る
。近
年
は
子
ど
も
た

ち
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
紙
芝
居
に

す
る
な
ど
、昔
語
り
を
通
じ
た
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
、伝
承
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、地
域
福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

◆
鶴
岡
南
高
等
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
（
鶴
岡
地
域
）

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
設
立
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
が
学
校
全
体
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。保
育
所
や
福
祉
施
設
で

の
活
動
や
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど
各
種
募
金
の
街
頭
募
金
、東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
や
赤
川
花
火
大
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
を
行
う
な
ど
地
域
福

祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
藤
島
地
域
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「Benʼs

（
ベ
ン
ズ
）」

　
平
成
九
年
七
月
設
立
。自
分
た
ち
が
地
域
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、会
員

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
に
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。地
域
内
の
中
学
生
・
高
校
生
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、保

育
所
や
福
祉
施
設
で
の
活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、小
学
生
の
学
習
支
援

を
行
う
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

【 

感
謝
状 

】

◆
佐
藤　

八
重
治
氏
（
朝
日
地
域
）

　
平
成
二
十
三
年
八
月
に
、上
名
川
自
治
会
の
主
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
声
か
け
・
見
守
り
を
す
る「
あ
ん
し
ん
見
守
り
隊
」を
結
成
。見
守
り
訪
問
で
は

訪
問
者
宅
の
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
関
係
機
関
に
つ
な
げ
た
り
、日
常
生
活
の

簡
単
な
お
手
伝
い
を
す
る
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
佐
藤　

正
氏
（
朝
日
地
域
）

　
平
成
二
十
三
年
に
結
成
さ
れ
た「
あ
ん
し
ん
見
守
り
隊
」の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
佐

藤
八
重
治
氏
と
共
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
声
か
け
・
見
守
り
活
動
を
行

う
。見
守
り
訪
問
で
は
訪
問
者
宅
の
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
関
係
機
関
に
つ
な
げ

た
り
日
常
生
活
の
簡
単
な
お
手
伝
い
を
す
る
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
渡
部　

登
美
氏
（
朝
日
地
域
）

　
平
成
二
十
一
年
九
月
か
ら
調
理
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
に
弁
当
を
届

け
る「
ふ
れ
あ
い
配
食
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
る
。利
用
者
の
健
康
状
態

を
確
認
し
な
が
ら
、時
に
は
利
用
者
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
。

◆
真
如
苑
庄
内
支
部

　
平
成
十
三
年
よ
り
長
年
に
わ
た
り
一
般
社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付
金
を
頂
戴
し

て
お
り
、地
域
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

◆
佐
藤　

信
行
氏

　
長
野
県
内
で
作
業
用
品
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
。自
身
が

鶴
岡
市
出
身
で
あ
り
、地
元
へ
の
恩
返
し
と
し
て
経
営
す
る
店
舗
の
商
品
を
寄
贈

い
た
だ
い
た
。寄
贈
の
物
品
は
当
法
人
内
の
施
設
で
活
用
の
ほ
か
、一
部
を
災
害
時

用
資
材
と
し
て
備
蓄
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

令
和
四
年
度 

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介

　
長
年
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。



第8回 まちづくりはここから! 地域支え合いプラン
シリーズ

　「地域支え合いプラン」をもとに、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域づくりのため、
各地域で様々な取組が行われています。今回は京田地区と栄地区の取組の内容をご紹介します。

・身近な地域交流を図るためにサロンやふくし座談会を開催する
・高齢者健康づくりと学習会を推進する

身近な人と交流し学べる地域活動ラプ ン １

・町内社協評議員への福祉協力員の要請と活動参加を推進する
・福祉マップを作成する
・福祉見守り安心カードを作成する

助け合い安心して暮らせる支援活動ラプ ン ２

・地域の困りごとを探り、地域ケア運営委員会で取り組み方法を検討する
ラプ ン １ お助け人の発掘と育成

・サロン、子どものいる世帯、地域の関係組織への周知活動を行う
ラプ ン ２ おらほのかるた大会の充実

栄地区
地区の特色　7の町内会で構成され、鶴岡市の
北端に位置している。田に囲まれ、耕作面積は本
市でも上位。
人口 867人　　世帯数 269世帯

（令和4年3月現在）

京田地区
地区の特色　12の町内会で構成される。市街地
にも近く、平野部に位置し農業が盛んな地区。
人口 1,850人　　世帯数 709世帯

（令和4年3月現在）

　住
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
栄
地
区
「
お
助
け
人
」
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
か
ら
開
始
し
た
こ
の
事
業
は
、
冬
期
間
の
困
り
ご
と
の
一

つ
で
あ
る
除
雪
の
支
援
体
制
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。
自
力
で
は
除

雪
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
、
福
祉
協
力
員
や
住
民
有
志

に
よ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
「
お
助
け
人
」
が
、
住
居
の
玄
関
か
ら
道
路
ま

で
の
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

　「お
助
け
人
」
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
町
内
会
長
へ

地
域
の
困
り
ご
と
や
課
題
に
つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
い
、
自
治
振
興

会
、
福
祉
協
力
員
、
民
生
児
童
委
員
等
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組

み
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　新
た
な
取
組
で
あ
る「
お
助
け
人
」事
業
が
地
域
に
根
付
く
よ
う
、

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
周
知
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
現
在
の
除
雪
支
援
か
ら
行
く
行
く
は
様
々
な
生
活
支
援
活
動
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
も
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
住
民

が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　困
っ
た
と
き
は
お
た
が
い
さ
ま

　
　
　「お
助
け
人
」
事
業
の
除
雪
支
援

　災
害
時
や
降
雪
時
に
要
支
援
者
の
把
握
と
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　作
成
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
同
士
の
見
守
り
や
助
け
合
い

の
必
要
性
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
区
社
協
の
役
員

を
は
じ
め
福
祉
協
力
員
、
民
生
児
童
委
員
が
、
先
進
地
視
察

や
福
祉
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　昨
年
度
は
、
小
堅
地
区
と
の
視
察
交
流
を
行
い
、
災
害
時

要
援
護
者
避
難
マ
ッ
プ
作
成
の
取
組
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

今
年
度
は
、
ウ
ェ
ザ
ー
ハ
ー
ト
災
害
福
祉
事
務
所
代
表
の
千

川
原
公
彦
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
災
害
時
の
支
え
合
い
活

動
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　学
習
会
で
は
、
豪
雨
災
害
が
起
き
た
こ
と
を
想
定
し
、
架

空
の
地
図
を
使
っ
て
要
支
援
者
の
避
難
誘
導
経
路
を
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
災
害
時
の
福

祉
マ
ッ
プ
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
」
等
の
感
想
が
聞
か

れ
、
日
頃
か
ら
の
支
え
あ
い
・
見
守
り
の
必
要
性
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
後
は
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
京
田
地
区

に
合
っ
た
福
祉
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
し
、
作
成
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　地
域
の
見
守
り
、
助
け
合
い
を
考
え
る

栄地区「お助け人」の除雪支援

災害時の支え合い活動についての学習会

33



おだがいさま
第104号
令和5年2月1日発行
発行部数　47,800部

編集・発行
社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会
鶴岡市泉町5番30号（にこ❤ふる２階）
TEL 0235-24-0053  FAX 0235-23-9110
ホームページ https://www.shk01.jp/

鶴岡福祉センター� TEL 24-0053
藤島福祉センター� TEL 64-3100
羽黒福祉センター� TEL 62-4534
櫛引福祉センター� TEL 57-5300
朝日福祉センター� TEL 53-2795
温海福祉センター� TEL 43-2114

4

この広報誌は、赤い羽根共同募金配分金と社協会費を財源に発行しています。

情報掲示板 鶴岡福祉バス予約会のお知らせ
（令和5年4月～6月分）

鶴岡福祉バス予約会参加のための事前申込を
次の日程で受付けます。

●受付期間　2月1日(水)～2月10日（金)
　　　　　　9時～17時（土日除く）
　※受付順番によって優位になることはありません。
　※�FAXや郵送での受付も可能ですが、土日の受付分

は翌平日のご連絡になります。
●対象期間　4月～6月
　　　　　　（期間内で1団体1回の予約ができます。）
●利用対象　旧鶴岡市区域に住所を有する団体
●予約会日時　2月22日（水）10時～12時
●会場　鶴岡市総合保健福祉センター
　　　　　　 （にこ❤ふる）3F　栄養指導研修室
●申込み・問合せ
　鶴岡市社会福祉協議会総務課 福祉バス担当
　☎24－0053（申請書は同所にあります。）
　※観光や慰安目的でのご利用はできません。

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和4年11月1日から令和4年12月31日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

社会福祉法人合同のフードドライブを
年末に実施しました
　12月1日発行の広報「おだがいさま」でお知らせ
しました、鶴岡地区特養連絡協議会の９法人合同の
フードドライブでは、合わせて53世帯に食品をお渡
しすることができました。
　この取組が、年末に安心して過ごせるなど少しで
も地域の方のお役に立てば幸いです。

参加法人職員の家庭から食品を持ち寄りました

★一般社会福祉事業へ
◎鶴岡福祉センターへ
・真言宗豊山派山形二号支所仏教青年会 様� 78,750円
・㈱マルゴ 様� 金一封
・真如苑 庄内支部 様� 200,000円
◎藤島福祉センターへ
・㈱大沼工務店 様� 10,000円
★鶴岡福祉センターへ（大震災等支援活動推進事業へ）
・鶴岡市第六学区「落語を楽しむ会」様
� 80,000円
★鶴岡地域生活自立支援センターへ
・匿名 様� 10,000円、レトルトごはん 40個
★鶴岡地域生活自立支援センターへ
　（就労準備支援事業へ）
・鈴木　貞子 様� 30,000円
★老人デイサービスセンターたかだてへ
・㈱ツルハホールディングス 様� 車椅子 1台
・㈱アークベル 様� 車椅子 1台
・㈱マルハン鶴岡店 様� 菓子類 2袋、麺類 25袋
★地域福祉センターなえづへ
・㈱産直あぐり 様
� ラ・フランス（5㎏入り）1箱、りんご（5㎏入り）2箱
★鶴岡市高齢者福祉センターおおやまへ
・須田　宏 様、友子 様
� 収納ラック付音楽ビデオテープ 一式
� 音楽カセットテープ ４本
・大山フードセンター 様� 3,000円
・鶴岡市立大山小学校 様� 12,000円
★老人デイサービスセンターおおやまへ
・�ファミリーマート鶴岡水沢店 様、ファミリーマ

ート鶴岡大山店 様、ファミリーマート鶴岡三瀬
店 様、ファミリマートあつみ温泉インター店 様

� クリスマスケーキ 5個、から揚げ 30個
・工藤　七三郎 様� 手作り門松 一対

★とようら老人デイサービスセンターへ
・山形パナソニック㈱ 様� 車椅子 1台
・工藤　七三郎 様� 手作り門松 一対
★櫛引すこやかセンターへ
・㈱産直あぐり 様
� ラ・フランス（5㎏入り）2箱、りんご（5㎏入り）2箱
・工藤　七三郎 様� 手作り門松 一対
★くしびきデイサービスセンターへ
・㈱ツルハホールディングス 様� 車椅子 1台
★温海デイサービスセンター愛寿園へ
・ふるさと温海会 様� 33,100円
・道の駅あつみ しゃりん 様� 30,000円
★鶴岡市ゆうあいプラザかたぐるまへ
・東北労働金庫 様� 120,000円
・㈱産直あぐり 様
� ラ・フランス（5㎏入り）1箱、りんご（5㎏入り）2箱
・スマイルサンタクロース 様� クリスマスケーキ 7個
★もみじが丘へ
・㈱産直あぐり 様
� ラ・フランス（5㎏入り）1箱、りんご（5㎏入り）1箱
・マックスバリュあつみ店 様� クリスマスケーキ 8個
★くしびき保育園へ
・マルタ農園 様� りんご コンテナ 3箱
� さつまいも コンテナ 3箱
★くしびき西部保育園へ
・大滝　満 様� 米 30㎏
★鶴岡市鶴岡西部児童館へ
・沓掛　真依子 様� 幼児用おもちゃ 2個
★鶴岡西部放課後児童クラブへ
・㈱マルハン鶴岡店 様
� ミッチーチェンさんよりクリスマス用お菓子 70個

★第一学区学童保育所へ
・�明治安田生命保険相互会社
　山形支社 荘内北営業所 様�
� お菓子・飲料水 49点、タオル 6枚
★フードバンクへ
・つるおか森の時間 様� 食品・飲料品 42個
・匿名 様� 玄米 30㎏
・鶴岡ごはん日本一実行委員会 様� 米 20㎏
・共立社鶴岡生協 様� 食料品 379個
・山形県社会福祉事業団 庄内地区職員一同 様
� 食料・飲料品 112点
・JA鶴岡女性部 様
� 食料・飲料品、生活用品 208点
・�ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱ 

山形テクノロジーセンター 燦活動 様
� 食料品 69点
・JA庄内たがわ女性部 様
� 食料品・日用品 170点
・末日聖徒イエス・キリスト教会 様
� 食料品 56点
★特別指定寄附
　（就労継続支援B型事業所りーふへ）
・山形県ヤクルトレディ親交会・山形県ヤクルト協会 様
� 50,000円
★特別指定寄附（絆の会レインボー広場へ）
・山形県ヤクルトレディ親交会・山形県ヤクルト協会 様
� 50,000円
★特別指定寄附（鶴岡市立東部保育園へ）
・東京都江戸川区 布絵の会 様� 布絵本 7冊
★特別指定寄附（鶴岡市母子会へ）
・佐藤　直哉 様� 米 50㎏

お詫びと訂正 おだがいさま第103号に記載の「★フードバンクへ ・鶴岡市信用金庫 様」は
「鶴岡信用金庫 様」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。


